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　　　　　　　叙事詩の宗教哲学

一Moksadharma－parvan 和訳研究（XV）一

茂木秀淳

［220章］（＝D．227章、82蓋2－8332）
ユディシュティラは直った。

　（1）　ひどい不幸に沈んだ人閥にとって妊ましきものは（§reyas）何か。親族を失った時、大地の

　　　守護者よ、また王国を失った時には（何が好ましきものなのか）。

　（2）　嚢方は、我々にとって、この抵界における最高の語り手である、バーラタ族の雄牛よ。こ

　　　のことを私は尊き嚢方に尋ねる。それを私にここで語るべし。

ビーシュマは需つた。

　（3）　三子や妻、安楽、そして財産を失い、ひどい不幸に沈んだ者にとって、好ましきものは堅
　　　忍である2、王よ。（c£B6hUingk，1繭sche　Sp滋。黙e，　No．4108）

　（4）　堅忍を備えたよき人の身体は3衰えない。身体が健康であるから、彼は再び幸運（頼）を得
　　　るのである4。（c£Bδh重勘塾，茎競dlsche　Spr廿che，　No．3172）

　（5）　よき振る舞いに（S激MldrP　V4tim）住する人々の王には5、堅実さ6、堅忍そしてもろもろの

　　　行為における決断がある7。

（6）　ここでも人はこの古課を語る。再び、バリとヴァーサバの対話を、ユディシュティラよ。

（7）　神々と悪魔の戦いが終わり、ダイトヤとダーナヴァが滅亡し、ヴィシュヌ神が繊界を歩き
　　廻り8、百の祭式を行なう者（インドラ）が神の王となり、

（8）　神々が祭られ、四種のヴァルナが確立され、王界は栄え、自存者は歓書した時、

（9）　ルドラによって、ヴァスによって、アーディトヤによって、アシュヴィン双神によって、

　　三三たちによって、ガンダルヴァによって、大蛇によって、シッダによって、そして他の者

　　たちによって囲まれ、威光ある者インドラは、
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母12月〉に続くものである。山号などは醜稿に灘じ、本稿から用いるものは以下のとおりである。

　　⑧　｝至opk喜nsμ902］脚2：｝｛opki11s，E．V必，　P乃’律585ζゾ7Σ〃z8μ級ゴ／隻88かz’ん83〃2£たか’鯨フノ｛2，　JAOS　voL23，　PP．350申357，

　　　五9◎2．

　　㊥　Hara［1980】：Minoru　Hara，∫ノfη4‘‘Coπc砂’∫（ゾπμcゐ8’35ωz∫たrf∫0μr麗μπ4　Ac冴りu，　Sa璽1s沁藍｛and　Ind藍all　S雛dies
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　　㊥Hara蓋19961：Mi韮lom　Hara，畠7－44’∫〃2∬てゾ4κ加8，αlentalia　S縫eca聾la，　vol．XLV－XLVI，　pp．33－6蓋，1996－1997．

2dhξ鍾r　　Ca．　d海irv三vck勾飯薮擁a醗

3R　dha量ryeUa　yukIasya　sata春≦＆酒rralp　　　D．　dhairyc書｝a　yuktaIp　sa懐しaτp歪a酒「ra！罫

4王嶺rogyac　ca≦a㎡rasya　sa　p臨ar　vindate‘riyanl　D．は、この句の次に、

　　　　　v呈60kaI褒sukha警｝dhaUe　dhatte　c五rogya韮擁“縫anlaIn〃

を挿入している。従って、R4cd句はD．5のab句となる。
5Pl　yasya　r鳶轟。　nar蚕s　　　　Σ），　yac　ca　pr葡fio直紙ras

6P！tasya　s由airya恥　　D．織syai≦varya韮｝｝

7vyav＆saya岳ca　　Cs．　vyavasayo韮｝言r韮きaya辱

8vl興uk麟1〔e鐸10ke興　Vお郷とkrまn［aの結合については、　Gonda［Aspec£sl　p56謬照。
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（10）　四本の牙をもち、よく調御され、幸運（≦のを伴なう、すぐれた象アイラーヴァタに乗って、

　　三界を巡行した。

（1り　彼の金翻を持つ者は、ある時、海燦のとある由のほら穴で、ヴィローチャナの息子バリを

　　見つけ、近づいた。

（12）　そのアイラーヴァタの背に乗り、神々の群れに囲まれた神の王インドラを見て、ダイトヤ

　　の王は、悲しむこともなく鋤揺することもなかった。

（13）　顔色も変えず、恐れることなく立っているバジを見て、すぐれた象に乗った百の祭式を行

　　なう者は、次のように警つた。

（14）　ダイトヤよ、汝は贈物しない。それは、勇敢さのためか、あるいは長老に鰐する尊敬のた

　　めか、あるいは苦行によって生じた力細pasa　b嫉vita唾d順）のためか。いずれにせよ：、これ

　　はきわめて為し難しいことである。

（15）　汝は、敵の支配下に入り、最高の地位から追放された。ヴィローチャナの息子よ、どうし

　　て汝は悲しむべきことに悲しまないのか。（c£MB難．X嚢．215．U，219．3）

（16）　自分の種族の最高位を獲得し、この上なき楽しみを享受した後9、財産・カ・王位を払われ

　　た汝は、なぜ悲しまないのか、それを私に語るべし。

（17）　かつて、父と祖父の地位を支配する者σ6v鉱a）となり、今やそれを敵どもに奪われたのを

　　見て、汝はなぜ悲しまないのか。

（18）　ヴァルナの縄によって縛られIG、金剛によって打ち倒され、妻を稼われ、財産を奪われた

　　のに、語るべし、汝はなぜ悲しまないのか。

（19）　幸運は落ち1正財産はなくなったのに、汝が悲しまないというのは、為し難きことである。

　　実に三界の王位を失った時、他の誰が生きるのに耐えられようか。

（20）　あれこれと継ac　canyac　ca）辛辣に語る者を無視しつつ、彼の君うことを心地妊く（sukham）

　　聞いた後で、迷うことなく、ヴィローチャナの息子バリは言った。

（21）　ひどく抑圧された私にとって傭g揮te　mayi）、インドラよ、汝の語ることが何になろうか。

　　私には、金剛を振り上げて立っている汝が見えるのである、城砦の破懐乱よ。

（22）　かつて力のなかった汝は、どうにか（katha恥。褻）カを得たにすぎぬ。汝の他の誰がこの無

　　慈悲な（su㎞ra）言葉を語ることができようか。

（23）　しかし、支配された、（いやまさに）手中に落ちた手強い敵に対して、力はあっても慈悲を

　　なす者、彼こそを人々は男と呼ぶのである。（戚B6htlin離，夏繭sche　Spr温che，　No．5338（4834））

（24）　なぜならば、戦闘において戦っている両轡にとって（勝敗は）決まっていないからである。

　　一方が勝利を得、他方が敗北する（にすぎない）のである。

（25）　こ（の現在の状態）が、汝の自性（svabh盃va）ではありえない、ダイヴァタの雄隼よ三2。（現

　　在）一切の支配者（たる汝）は、（いずれ）私の勇敢さによって、カつくで征服されるであろう。

（26）　金剛を持つ看よ、汝がこのようになり、また我々がこのようになったのも、我々が為した

　　からではない、インドラよ。また、汝が為したからでもない。

（27）　私はかつて今日の汝のようであった。汝は将来、現在の我々のようになるであろう。汝は

　　私のした行為を、悪しく為された、よく為されたと、蔑んではならない。

　gR　bhu監tvabho9茎…11u賃a∬1an　　D．　mah琶bho9盃11uttar11養轟

　10v雄u寧廟p蕊謡ζbad曲盃　Fヴァルナの縄」については、｝｛卿klns［琵ρic　MytholQgy］pp．119－121，AAMacdoll磁，

恥dic　My齢logy，　S甑ssburg，垂897，　p．26参照ゆこの語の協働については、京大人文研共同研究井狩斑「インド文

化史の諸問題」レジメ（王998年玉2月4β）MBh．XH．96，20注（山下勤氏担当分〉に捲摘されている。
　URbb7asIa醗r　D．　nasta．

　12R’ya環ma頭da三vat贈u【pgava　D．’yaln　iti　te　devap鵬gava　b句の…nay五（D．にはこの語はない。）が修飾する

語がはっきりしない。ここでは、d句のjitoに関連させて理解した。
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　（28）　人は、時の進行によって、楽と苦を獲得する。時の進行によって、汝はインドラたること

　　　を得たのである。インドラよ、（汝の）行為によって得たのではない。

　（29）　時が、時の中で、私を導くのである。汝もまたこの時が導くのである。このために、私は、

　　　今は汝のようではなく、また汝も今の我々のようではないのである。

　（30）　人に安楽をもたらすのは、父億に従順であることでもなく、神々を祭ることでもなく、ま

　　　た他の徳の実践でもない。

　（31）　知識も、苦行も、布施も、友人も、親族も、時によって苦しめられている人を救うことは

　　　できない。

　（32）　人は、認識のカがなければ、何度防いでも、将来の災難を追い払うことは13できない。（c£

　　　B6htli蹟gk，　Indische　SprUche、　No．3543）

　（33）　晴の進行に襲われている人には救済者はいない。インドラよ、私が行為者である、と（誤っ

　　　て）考えることが苦なのである。（c£MBh．XK。219．13）

　（34）　行為者がいるとするならば、行為者は決して創造されることはない。しかし（実際は）、行

　　　為者は翻造される且4のであるから、行為春もまた（行為の）支配春⑯ara）ではないのである。

　（35）　晴によって、私は汝に勝利し、時によって、汝は私に勝利したのである。もろもろの進
　　　行ずる春たちを進ませるのが15時である。時…が生き物を駆り立てるのである（盆alayati）。（c£

　　　1｛opki芸｝s　IG鵬at　Epic｝P，103．£n。3．）

　（36）　インドラよ、汝は、粗雑な認識で喋っているがし6、（このことを？）理解していない。汝が、

　　　自分の行為によって卓越性を獲得しても、尊敬するのはわずかな人々である。

　（37）　世の動きを韮7知っている私のような者は、時に打ちのめされても、どうして、対象を誤っ

　　　で8、嘆き迷うことがあろう。

　（38）　常に時に取り囲まれている私、あるいは私に匹敵する者の認識は、災難に出会った後に、

　　　壊れた船が沈むように、消滅するであろうか。

　（39）　私も、汝も、そして他に神の長になるであろう者、これらすべての者は、インドラよ、胃

　　　のインドラが通った道を行くであろう。

　（40）　最高の幸運によって輝く極めて近づき難き汝でさえも、晴が熟せば、時は、私を連れ表っ
　　　たように連れ去るであろう（kalayi§yati）。

　（41）　ダイティや族の何千というインドラが、何ユガとなく、時の経過によって過ぎ減ったので

　　　ある。しかし（hi）、時（そのもの）は越え難いのである。

　（42）　汝は、この地位を得て、自分を高く考えている。あらゆる生き物を生じさせる永遠の神ブ
　　　ラフマーのごとく（自分を考えている）。

　（嬉3）　この地位はだれにとっても不動にして終わりなきものではない。しかし、汝は、子供のよ

　　　うな意識によって、「これは私のものである」と考えている。（cLMBh．XH．217．28）

　（嘱）　汝は、儒頼できないものを信頼し、永遠でないものを永遠であると考えている19。「これは

　　　私のものである」という迷妄によって、汝は王の幸運を望んでいる。

　（45）　これは、汝にとっても、私にとっても、そして他の人にとっても、変らざる状態とは考え

　　　られない。これは、他の多く（の状態）を過ぎた後、ある期閥における汝の状態なのである。

　13prativyoφu【x｝　　Ca，　prativyo〔きurn　iti　vo｛重hu1n　iti　vほch盃署｝dasaIp　prativy嚢短量ta【n庭y　arthaり

韮4盈iyate　Ca．｝ごlyate，τ6v訂eoa　kπ脚1μe騨・

　15gap£盃　　Ca．　ga韮盛直ga蒲ayita

16Rひral・pan　D．P曲ya甲
　17星okaprav¢laya（h）　　Ca，蓋okaprav¢【aya圭青藍v三bhaktivyatyaya忌ch翫ndasa駐

　18P　ar！h器a恥bhrar｝装。　1）．　atha　vibhrameε　獄「意味を混乱して」か。

　19D．はこの後に次の旬を挿入し、三行詩としている。

　　　　nitya罫p　k証蓋apa百t護纈盗bhavaty　evarp　sure歪varaノ（「常にこのように、本質的に時に露まれているのであ

る、神の主よ」）
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（46）　少しの問、その不安定なものは汝に留まった後、ヴァーサヴァよ、牛が水飲み場を2G宏っ

　　て再び甥の水飲み掲へ行くように、他に行くであろう。

（47）　私には数えあげることができない王の盤界が過ぎ玄つた。汝の後に、より多くの他の（王

　　の世界が）あるであろう、城砦の破籔者よ。

（48）　木、植物、宝を伴い、海、由、鉱山をもった21大地をかって享受した者たちを、今、私は

　　見ることはない。

（49）　プリトゥ22、アイラ、マヤ、バウマ23、ナラカ、シャンバラ、アシュヴアグリーヴァ、プ

　　ローマン、スヴァルバーヌ、アミタドヴァジャ、

（50）　プラフラーダ、ナムチ、ダクシャ、ヴィプラチッティ、ヴィローチャナ、フリーニシェー
　　ダ2嬬、スホートラ、ブーリハン、プシュパヴァン、ヴリシャ、

（51）　サトヤェーシュ、リシャバ、ラーフ、カピラーシュバ、ヴィルーパカ、バーナ、随一ルタ

　　スヴァラ、ヴァフニ、ヴィシュヴァダンシュトラ、そしてナイルリタ、

（52）　リタとアーフッタ、ヴィーラとタームラ、ヴァラーハーシュヴァ、ルチ、プラブ25、ヴィシュ

　　バジット、プラティシャウリ、ヴジシャーンダ、ヴィシュカラ、マドゥ、

（53）　ヒラニヤカシプ、そしてカイタバ、ダーナヴァ、ダイティヤ、カーラカンジャ26、ナイル

　　リタと共に、これらすべての考、

（54）　そして以前の、またさら以蔑の、これらや他の多くの者、ダイトヤの王たち、ダーナヴァ

　　の出たち、そして他の者たちについても、私は闘いている。

（55）　多くのかつてのダイトヤの王たちは、大地を捨てて去った。すべては、時に打ち負かされ

　　たのである。時の方が力強き故に。

（56）　百の祭式を行なう者（インドラ）すべてによって、祭式は行なわれたのである。汝一人が百

　　の祭式を行なう者ではない。すべてが、ダルマに専念し、すべてが常にサットラ祭を行なつ

　　たのである。

（57）　すべてが中空を飛び、すべてが接近して戦ったのである（abhimukhayodhin）。すべてが武

　　器をもち、すべてが鉄の腕を持っていたのである。

（58）　すべてが再の幻術をもち、すべてが欲するままに振る舞い27、戦闘に参加して、打ち：負か

　　された春は伝えられていない。

（59）　すべてが真実の右書に専心し、すべてが欲望のままに歩き、すべてがヴェーダの誓約に専

　　心し、すべてが多聞であった。

（60）　すべて自在な者にして、確固とした28支配典儀を獲得したのである。従って、この支配者

　　性は彼ら偉大な自己を持つ者たちにとって、以離からあったものではない。

（61）　すべて正しき布施者であり、すべて利己心なき者であり、すべて、すべての生き物に対し

　　適切に振る舞ったのである。

（62）　ブラジャーパティの藁蕎であり、大きなカあるダクシャの息子たちはすべて、輝き熱を発

　　していたが、時によって蘇い去られたのである。

　20R…1ipa韮｝am　D．賑縮sam　「牛と水飲み揚」の比喩はMBh．XII．252．14にも用いられているが、そこも11ip勧am

が用いられている。
21R　sasarゆ脚at…磁鍵蚕D．　s＆釜asattvava臓…訟言

　22P群熱ur　　Cs．　P眞hu罫n巨IIla　ka≦icid　as麟ro，11a　va三轟ya心

　23R　bhau…no　D．　b絃mo

　24R轟頒1isedha轟　D．翻直niseva難

　25P，　r圭縫〕五hu監thau　v㌃at温謎冥au　var置h…語vo　rac三無prabhu辱　　王）．　saIぎ汰㏄o’th縫va舜£齢。　var騒h護6vo　ruciprabha董）溢u奪

　26P　daity五≦ca　k灘akha擁巨≦　D．　d磁y盃d護総ava≦

　27P」k巨mac衰r加a垂3　　D．　k蚕marOpiりaむ

28Rsa帥at・m　D．sa脚atam
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（63）　汝も、この大地を享受した後、再び捨てるであろう。その時、汝は、自分の悲しみを蜘え

　　ることはできないであろう。

（64）　欲望の享受への望みをを捨てよ。この幸運より生じた自惚れ（mada田）を捨てよ。そうすれ

　　ば、自らの王位が滅した時⑳、汝は悲しみに鮒えるであろう。

（65）　汝は、悲しい時に悲しんではならぬ。婁ばしい時に喜んではならぬ。過虫と未来を捨てて、

　　現在あるものと共に生きるべし。

（66）　もし時が、常に奪心し怠惰ならざる私に至ったのであれば、耐えるべし、インドラよ、（時

　　は）遠からず汝にも近づくであろう。

（67）　神の主よ、汝は、脅しつつ、ここで私を言葉によって切り裂くかのごとくである。今は私

　　が自分を謡えているので、汝は自分を偉大であると思っている。

（68）　時は、まず私に近づき、そしてその後30汝に走りよったのである。だから汝は、神の主よ、

　　私が先に時によって殺されているので、大声をあげられるのだ。

（69）　怒った私との戦いにおいて、一体誰がこの徴に留まることができようか。しかし、力ある
　　時が（汝に）やって来たのである（praptas）。だから、汝は、ヴァーサヴァよ、立っていられる

　　のだ。

（フ0）　千年を終りとするものは、（いずれ）満了せねばならない3蓋。健康でなく力癒われた32私の

　　すべての手足のように。

（71）　私は、力ある地位から追放され、（今や）汝インドラが天において、主たるもの（prak寡。）で

　　ある。（そして汝が）この種々の生き物の盤界において（s縁citrejiVa！oke）崇拝されるとすれば、

　　それは時の逸行の故にである。

（72）　汝は何を為して後、今インドラであるのか。我々は、何を為して後、遮放されたのか。行

　　為者であり、変化を引き起こすものは時である。他のすべては三三ではない。

（73）　消滅・破滅33・自在者性・楽と苦・有と無（は時が原題である）。賢者は、このように完全

　　に（aty離ham）理解した後、醤ぶべきでもなく、悲しむべきでもない。

（74）　インドラよ、汝は我々をすでに知っているし、我々も汝をすでに知っている。（それなの

　　に今？）汝は、どうして私を時に束縛されていると非難するのか34、恥なき者よ。

（75）　汝は、当時の私の男らしさ、戦闘における勇敢さを充分に示すものをかつてすでに知って

　　いる。

（76）　アーディトヤ、ルドラ、そしてヴァスともにサードヤ、そしてすべてのマルト神群は私に

　　よって打ち負かされたのである、シャチーの三よ。

（77）　インドラよ、汝はまさしく知っていよう。神々と悪魔の戦いにおいて、集まった知恵ある

　　（神々は）、戦闘においてすぐに私に打ち砕かれたことを。

（78）　斧のような頂上をもつ35恐ろしき出々が、森と森の佐人と共に、戦闘帽何度も汝の頭に私

　　によって投げられたことを。

　29svari華ya禰≦e「財藏と王位：が滅した時」か。

　30prath蹴1a【頭yan　m御pa6cat　I畷In鋤udhavaIiこの「まず（pr撮ilamam）、そしてその後（pa甑t）」という表現

について、｝沁pkinsは、　f序数が晴を表す勘合」の例として醤及している。（厩｝｛opk鵬【1902玉p．123，）

　3【RpUr脚p　D．　tUrりa串　慧opkinsは、「神の嬉命」を論じ、この箇所を「（ヴェーダの）神の薄命はわずか千

年」の例として醤及している。（c£Hopkins［1903】診．43。）

　32P腿svasth褒】】i　hata瞬asab　D．照susthan哲ni　maha疑｝asψ

　33轟註≦a甲vin轟‘a【n　　Ca．，　Cs。：n護5a蓋n　adar善anaτn　vin巨6aτp　vidhana【n（Cs．　atya1鼠occ誕edo　vina≦ab）

　鱗Rvika鮭hase　m菱m　kim　badd琵am　k展1eヨ獄D．　ki！n　ka臨ase　m巨憩kim　ca　tvam　k蕊1e籠a

　35sa重a角ka6ikhaぼ表　　Ca．　s31aカk績≦jkh創r召り‘a夢kacc短nnava〔圭agalnya忌茎kharava趾a陰
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（79）　しかし越えがたい時が行なうこと何でも36、私がどうしてできようか37。（しかし）私は、汝

　　が金剛をもっていたとしても、必ずや汝を拳で殺すであろう38。

（8◎）　しかし、今は勇気の時ではない。忍耐の時が来ているのである。それゆえ、汝より耐える

　　のが困難になっている39としても、私は汝に耐えるのである。

（8圭）　インドラよ、汝は、時が移ったので（p諭卿e）時の炎によって囲まれ、時の縄によって捕

　　らえれ縛られた私を嘲る。

（82）　漫閥にとって越えがたいこの黒い人40、ルドラの息子である彼が私を縛って立っているの

　　である。あたかも家畜を紐で縛るかのように。

（83）　獲得と損失、楽、苦、欲望と怒り、有と無、殺害、束縛、解放というすべては、時によっ

　　て獲得されるのである。

（84）　私が行為者ではなく、汝が行為論でもない。行為者は常に支配者たるこの時であり、それ

　　は私を熟させるのである（pacaの。木になった実を熟させるように。

（85）　人が、時によって安楽がもたらされるまさにそのことを再び行なっても、その人には時に

　　よって苦がもたらされるのである。

（96）　時を知る者は、時によって触れられても嘆くべきではない。だからインドラよ、私は悲し
　　まないのである。悲しみの中に助力者（sa罐ya②醗はいない。（c£MB熱．XH．盤9．の

（87）　悲しむ者の悲しみが災難を除かない時、悲しむ春には（悲しみを除く）カはない。それゆ

　　え、私は今悲しまないのである。

（88）　千の目をもち、パーカを罰する至瀦であり（c£M8h．XH．218．2，272，28）、百の祭式を行な

　　う者は、このように書われ、怒りを訴えて次のように言った。

（8動　　金：鰯をもって振り上げられた腕、そして、ヴァルナの縄を見た後、この徴で心（budd励震

　　えぬ者が誰かいようか。殺さんと顯う死（の心）でさえ（震えるであろう）。

（go）　（しかし）汝の不動にして真理を見る心（b麗dhi）は震えることはない。汝は、書葉を話しつ

　　つ震えない、真理への勇気を持つ者よ42。

（9圭）　偉界が去って行くのを43見た後、身体を持つ蕾の誰が、撹間において、財産や身体に信頼

　　を置くことができようか。

（92）　私もまた、永遠ならざるこの世間が、このように恐ろしい、秘密の、そして常に勤く不滅

　　の時の炎の中に置かれていることを知っている。

（93）　この盤では、時に触れられた者は誰も（時から）逃れることはできない。小さな生き物も、

　　大きな生き物も成熟する限りは44（逃れることはできない）。

（94）　支配されることもなく、狂うこともなく、常に生き物を成熟させ、停止することなき隣が

　　到達した時、そのものは消滅から解放されることはないのである。

　36PL　yat　k置歪。　duratikra…naり　　D．｝【羅茎。　h三dura芝三kra正naり

　37PL　k量…罫nu≦akya…罫　　Σ）．　kiτμna≦akya雛

　38照hl£癒騨10ts麟e　h斑≧監u甲　Hopkl峯｝sは、この二重否定を、強調のため用いられたIhe　a伍rmative　doめ塁e】1ega£ive

の例とし言及している。（c£Hopk｛ns［1902抱119．fll．1．）

　39durm購聡ataras　tva頭　Hopkinsは「銘較の対象をhls漁…x｝e葦1ta旦で表す例」として、この箇所に言及してい

る。（c£Rop猛韮｝s［1902］p．三31fn．1．）

　40sa　puruS晦6y註蹴。　Ca．　k註lasya≦y五matvarp　ba11蕊a…｝asam罎姦yad　ugra圭vadyo毛akam，　na　tu　varりaO≦y互mas｛ath渥

　4膿体的にどのような入物がsahayaとしてふさわしいかについては、京大人文研共同研究井狩班fインド文化史
の諸問題」レジメ（1998年玉2月4β）（山下鋤茂撞当分）注勲．1にM3総．XIL84．2，　Manu　S曝17．30，7．31，A曲額s甑

L7．9が言及されている。
　42R　bruvan　na　vya韮hase　sa£va韮βv田《ya甲satyapar翫ama／　D．　dhruva思韮｝a　vyathase’dya毛va串（lhairyat　s撮ya－

pa電kra臼aa　1

　嬉3saτPPra§車引tar！1jagat　　Ca．　saπPpra§聾h麺a甲vina≦vaごa拠

　4㌔蔭kS搬嚢瞬韮ぎ1　mahat巨rp　calva　bhUt置nar∫1　paripacya唐斑　　Duesse11：weder　die　sub韮iche11，　n㏄h　d三e　groβe11旦蓋emente，

wen陰sie　l総ihm　Reife　ko【nmel｝．
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　45Plk雄削a畷暑蔵

に書及されている。
　46v…疑dhu§三ko　Monier：v五rddhu睾lka　Aジ芝e：vほrdhd磯ka

　47R　ivo釦pam　　D．　lva　dmmam

　ヰ81d互甚｝τ寧t互vad　eva　Hopkl｝｝s：jusn⊇ow（c£Hopk舞｝s【1902｝一2，　P．35L＞

　49P鋤ityam　a曲mva甲sarva1p　vyavas再G　hi　duSkar癖　D．1和1轍p抑alokasya　kaie癌gamya吻a毛e／Rのこの句

は、D．では次の詩法のabとして用いられているに幽し、　D．のこの句はRでは見られない。
　50PL　bh衰vo’b難盃vastha　eva　ea　　Σ）。　bh義vo’b｝｝きvah　sa　ev＆ca

　5正R魎r㏄a鍍e㎞蕊纈盃si　D．　vlvecalle㎞謎tH湘

　52budδha1p翫allt膿監icch蕊阻l　bandhane　Ca．　buddha町1，　uΦamlatattv毒轟anamlb餓dba蔽e，　sthita㎜it嬉e§鱒　1）eusse蒼｝1

（bandha嚴e）in　V》af石e註gallge

　53R　a聾毘kroξas　tatl滋　　D．　a達田kroヨa‘ca　me

　54R　pr寧n蚕m　apac五rella　D．　p両allam　upacare照　Deusse韮｝：hldem　de｝ne　Unte離…｝e…｝dir　huld｝ge韮｝D．の読みが

理解しやすい。

（95）　酔うことなき時は、身体をもつ者（dehin）が酩酊しても、その中で濤覚めている。いかな

　　　る努力によっても時が打ち負かされたことは（ati㎞nta恥、かつて誰にも経験されたことは
　　　ない。

（96）　古くからの永遠の法鋼（dha㎜a）は、あらゆる生き物にとって等しい。（すなわち、）時か

　　　らは逃れられず、そしてまた、この時（そのもの）が過ぎ宏ることもないのである。

（97）　昼夜、月、秒、カーシュター、カラー、ラヴァを45、時は我々に積み重ねるのである。高

　　　利貸が46利子を積み盧ねるように。

（98）　「今日はこれをしよう、明日は（これを）しよう」と言う者を、時はやって来て連れ虫る
　　　のである。川の流れが筏を運ぶように47。

（99）　「今まさに48私が見たこの者がどうして死ぬのか」というように、時によって連れ去られ

　　　る人々の嘆きが闘かれる。

（100）　財産は滅する。享受も地位も自在者性も一様である。一霞は、無常で長続きしない。（こ
　　　の）確信は得るのに難かしい49。（しかし、）成長は衰退を終わりとし、有は無の中にあるに

　　　すぎないのである50。

（101）　そのような不鋤にして丁丁を見る汝の心（塊ddhi）は震えない。ギ私は、かつてこのようで

　　　あった」と、意識さえしないのである＠anas議pl　na　bu曲yase）。

（102）　より力の強い時に掴まれて、この世界が熟しつつある時、汝は、時に翻弄されて、誰より

　　　も老レ＼誰よりも若いことを考えごとはしないのである（na馳醗yase）。

（103）　世問の人は、嫉妬・自惚れ・貧欲に、欲望・怒り・恐れに、二塁・迷妄・自惚れに執着し

　　　迷うのである。

（104）　しかし、存在（？b聴va）の真実を知り、知識と熱力を備えた賢者たる尊春は、たいへんはっ

　　　きりと時を観察する。手の平のマンゴーを観察するかように。

GO5）　時の振る舞いの真理を知り、あらゆる聖典に精通し、ヴィローチャナの息子として（？）自
　　　己を完成した51汝は、賢者たちにとって願わしい存在である。

（正06）　私が恩うに、この一切の世界は、汝によって理性によって把握されている。完全に解脱し

　　　た汝は、歩きつつも、どこにも心を留めることはない。

（107）　ラジャスもタマスも、感官を制御し、喜びを附置、蕾を滅した汝に触れることはない。汝

　　　は自己（アートマン）に近づいたのである。

（108）　あらゆる生き物に親切で、敵意なく、心の静まった汝を見て、私には、汝に共感する恩い
　　　（a駐ukro≦inT　m撮ih）が生じた。

（109）　私は、束縛の中にいるこのような覚者を52殺すのを望まない。慈悲（anτ‘ansya描）は最高の

　　　ダルマである。そして汝に対する共感も53（最高のダルマである）。

（110）　汝にとって、これらヴァルナの縄は、時が経つうちに臣下たちがいなくなることによって
　　　（？）54解放されるであろう。汝に幸いあれかし、偉大なアスラよ。

　　　　　　　D．1av知ka蓋恥　f時の単位」及びこの詩節で用いられた高利貸しの比喩は、　Ho函11s［1903］p．賛
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（111）　嫁が年老いた妨を召し使いとする時、息子が、迷妄の故に、父をして（祭嘗を）祭式に招か

　　　しめる時、

（112）　卑しき者共が、バラモンをして足を洗わしめる時、シュードラたちは、恐れることなく、

　　　バラモンの妻に近づく時、

（113）　男たちが、種々の母胎に精液を発する時、銅の器によって混合物を55、粗悪な入れ物によっ

　　　て供物を56（受け取る時）、

（114）　そして四種の戯曲の境界がすべてなくなる57時に、汝の縄は一つづつ58順に解かれるであ

　　　ろう。

（H5）　汝には私からの恐れはない。定めを守るべし59。安楽をもち、障害なく、健康な心をもち、

　　　病なくあるべし。

（116）　彼にこのように言って、至尊にして蒼の祭式を行なう者は、象の王に乗って戻って行った。

　　　あらゆるアスラに勝利して、神の主は、幸いを書び、唯一の王となった。

（117）　偉大な聖仙たちは、すぐに、あらゆる動くもの鋤かぬものの支配者であるヴリシャーカピ

　　　（猿の人）を讃えた。雪を除く轡（火）は、盗在者のために置かれた供物と甘露を急ぎ運ん

　　　だ60。

（118）　あらゆる藤の優れた再生族によって称賛され、熱力によって輝き、怒りを去った自在者

　　　ヴァーサヴァは、心静まり、喜悦して、自分の住居であるトリヴィシュタパ天に遠した後、

　　　満足したのである。

［221章3（置D．228章、8333－8428）

ユディシュティラは言った。

　（1）　我が王よ、将来幸運ある人の、そして苦しみある人のαかつての姿を62私に語るべし、祖

　　　父よ。

ビーシュマは言った。

　（2）　心（manas）こそが、将来幸運ある人とそして不運ある人のかつての姿を告げるのである。

　　　汝に幸いあれかし。

　（3）　ここでも人はこの古課を語る。幸運の女神シュリーと63インドラの対話を。それを聞くべ

　　　し、ユディシュティラよ。

　（4）　偉大な苦行の果報によって醒、上下の盤界を見つつ、ブラフマンの世界に住む聖仙たちと
　　　等しくなって65、

　（5）　限りなく輝く精力（（癖as）をもち、罪を滅し、寛大な熱力をもつブラフマー神66ナーラダは、

　　　三界を欲するままに鋤き冒っていた。

　55sa甲kararぎ｝k盃rpsya韮）h五りφa三≦　　Ca．　k盈郡ya量b　p置naρaな’ai駐／bh…i13φa車m真p浸往a茎毎　　Cv．　k盃rpsyabha暴（斗互三∫bh（オa籍a－

P盃tr義dik衰邸y　abh置り¢al麺1sa瞬（ara網戸油滋vaぎヨ｝義nam　a】搬a蕊11巨dlkam

　56bah粟罫。巨P藍kup置ぼa恥　　Ca，　k“ρ衰建a海b轟（瞬a隷apatr護dyapav三trapatrai鉱balirp（圭evapUjaln

57R・脚｛ry歪dafp　D．a澱欝y灘・興

　58ekalkas　te　tad置p蚕6帥krama‘a鞠ratlmok耳ya£e　この揚合、ひa≦abは複数であるが、それを受ける鋤調は、　ekalkas

があるために、単数形となることは、Ropkl轟sによって捲嫡されている，（c£｝｛opkins［1902］p．131．）

5gsa醗aya㈱ratip蕊ya　Oeusse11＝blelbe職de｝ner　Bestin述臓｝99et㈱G蹴9縁董i：W註it　quietly

　60R羅dava籍ams　tvarams　D．　uv義ha　c置dhvare

　61bbaviSy磁a取1pa罫匪bhav呈与yata‘caiva　　C盈．　b馳aviSyata蔭kaly衰韮きaphalab熱葡aり／parabhaviSyaこab　dul爽hab論勾aり

　62p激varUpa垣　　Deusse諺：die　f浦heren　Dasel羅s露orme轟　Ga轟g縫歪i　theρremo臓itory　symμoms　Hopl註s｛圭9021：μe一

践擁nary　symp監olns（p．123）　　中村［1998】：葡夢監

　63「幸運の女神シュリー」については、王｛ara［19961姦照。
　64vyuS1ya　　Ca．　vy避S些y置pha茎e籍良　　Cs．　vy羅瑛y盃kriyaya，　prak護≦anen＆

65s巨漁ya串Ca．　s5m哀轟ya恥sa舩va孤αsam騨sahety韻h・i3
　66R　bζahma三vaml繊dτρta零as鎗　　D．　brahmev翼mita一
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（6）　（ナーラダは、）ある朝起きた後、清らかな水を浴びたくて、不二なる者の門より生じたガ

　　ンジス州へ67行き、（川辺に）降りた。

（7）　千の目をもち、シャンバラとパーカを殺した、金剛をもつ者（インドラ）もまた、神仙に

　　よって好んで訪れられるこの康に、まさにこの時、やって来たのである。

（8）　自己を制御し、低舗を為したこの二人は、沐浴した後、川の中にある細かな金の砂の島に

　　遠して、共に座った68。

（g）　語りに熱違し、濡浄さを喜ぶ心をもつ二人は69、善き行為として知られ70、神仙によって

　　諮られた話を語り、過ぎ遮ったかっての鐵来事を一心に藷つた。

GO）　その時、光の網の中に上ってくる真ん丸の太陽を見て、二人は立ち上がって礼拝した。

（11）　そして、その上ってきた三二の近くに、別の太陽であるかのように、上ってきた（太陽の）

　　輝きに等しい輝きをもつ光が虚空に凝れた（da噸e）。

（12）　（その輝きは）彼等二人の近くに遠したのが見られた、バーラタ族よ。太陽光線の輝きに

　　よって運ばれ（？）7王、ヴィシュヌの住居に72達したそれは、光によって、較べるものないほ

　　どに輝き、三界を照らした。

（13）　神聖な美しい輝きをもつアプサラスに伴われ、高畏な太陽の輝きのように（c£Gonda｛Aspects】

　　p．220．16）、高貴な光の姿をし、

（14）　星のごとき宝石を身につけ、恒星の連なりのごとき花輪をつけ73、蓬（パドマ）の葉の上に

　　立っているパドマーといわれる女神シュリーを、二人は眼麟に見たのである。

（15）　女性の申でこの弱なき春（シュリー）は、最上の車から降りて、三界の主インドラと聖仙

　　ナーラダに近づいた嘱。

（16）　すぐにインドラは、ナーラダを従え、自ら自分を紹介するために、合掌して、彼の女神に

　　近づいた。

（17）　一切を知る神の王インドラは、女神シュリーに対して較べるものなき礼拝をして、シュリー

　　に次の心葉をまさしく語ったのである、王よ。

（18）　汝は誰か。いかなる員的のために来たのか、替美に微笑む方よ。どこから来たのか、美し

　　い眉をもつ方よ。また汝はどこへ行くのか、美しき方よ。』

シュリーは言った。

　（19）　三つの清浄な世界において、動くもの動かぬもののすべては、私の本性を得ようと望みつ
　　　っ75、最大限の76努力している。

　（20）　私は、太陽の光で舞覚めた蓮の中で、あらゆる生き物の繁栄のために生れた。私は、蓬で

　　　あり、蓮を花輪とするシュリーである。

　（21）　私は吉祥の女神であり、繁栄の女神である。私は幸運の女神シュリーである、バラを殺せ

　　　し春よ。また私は、信仰であり、英知であり、謙虚であり、勝利であり、安定である。

　67dhruvadv缶abhav銭雛gahgaIp　　Ca．　dhr疑vadv撤abhava［∫1［dhζulvastha葦｝ar五ya1畢ρadyahgu§喜aprahavhava騰　　Cp．≦直」

v藍S寧upadat　dhmvadv盈盗t　pr置pt匹in　　Cs．（圭㎞vadv敏avah嚢韮∫｝dhruvanak嬰tra猟翫gag盃撚茎薮τm　akま§agahgam　　DeusseIl：zu

der　aus　dem　FelsellIor　hervorbrec無。当玉den　Ga轟9互Gang縫歪1：as　she（Ganga）issued　o磁of　the　pass　know曲y　the聡ame

of　D蝕ruva　　c£中村［1998垂PP．262，581。

　68R　sam盃satuh　D．　sam議sa乱ah

　69R　ka由蚕訂lau≦ucis田R鼓総tam巨nasau　D．　tath註奮韮｝au　mahaτsikathl感s　tath歪

　70茎）uI3yakarlnabhir…曲yat且　　Ca。　puI，yakarnlabh呈辱bharatabhgTrath護dibhiりka韮ha葺1五yakair　he匙ubh重r　akhy証t蓑辱pravar－

tl麟
　71Pl　su沿arり激kacari巴＆芝糠　D．　supar順rkaracham

　72vai§蔭avalP　padam　　　Ca．，Cp．，Cv．：va三S韮3ava町1　padal轟詠且ゴam

　73P癒r翫bhakIisamasr婚am　　D．　taIp　bhauktikasamas面am

　74Pはri【oke≦a甲‘akra畜蕃｝car§iIμcm1豆radam　　D．　tri　loke6a1p　devar婁i甲。盃pi　n五rada鶏臣

　75mam濫mab姦嚢vam　lcchanto　琵aral毫。　wln　ass㏄iatlo韮｝（出’πα一わん伽α＞w疑h　me（猛aボal正9961，　p．39）

　76para1罰蓉tma馨1a　Cv．　param翫搬a韮職para！轟aρrayatnena　Hara：with　their　whole　hea震s（歪｛ara［19961　p．39）
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　（22）　私は、堅置である。私は、成就である。私は、美であり、繁栄である。私は、スヴァーハー

　　　音であり、歓喜（svadhのであり、称賛であり、運命侮yati）であり、完成である77。

　（23）　勝利しつつある王の軍勢の先端に、そして（彼らの）旗の中に、ダルマに専心する者の住居

　　　の中に78、そして（ダルマに専心する者の）物の中にも、城砦の中にも、

　（24）　勝剥者のごとく振る舞い、戦闘において退却しない英雄の中に、そして、人の王の中にも、

　　　常に私は住んでいるのである、バラを殺せし者よ。

　（25）　ダルマを常とし、偉大な理性をもち、輿実を語り、中庸にして、布施を好むバラモンにも、

　　　私は常に住んでいるのである。

　（26）　私は、真実とダルマに基づいて、かつてはアスラの中にも住んでいた。（c£Gonda［Aspeαs】

　　　p．194．7）しかし、彼等が背いたのを知って、汝のところに住むのを望んだのである。

インドラは書つた。

　（27）　いかなる振る舞いをするダイトヤの中に、汝は妬んでいたのか、美しい顔をもつ方よ。汝

　　　は何を見て、ダイティヤとダーナヴァを捨て、ここに来たのか。

シュリーは当った。

　（28）　自己のダルマ（義務）を遂行し、堅固さから逸脱せず、天界への道を喜ぶ善き彼らのとこ

　　　ろに（sattve§u）、私は留ったのである。

　（29）　かつて彼らには、布施、ヴェーダ学習、祭式、供物、師匠と神々にする尊敬79、賢者や80
　　　客に対する（尊敬）が常に81あった。

　（30）　（彼らは、）よく家を清浄に保ち、女（への思い）を制し82、火に供物をささげ、師匠に従順

　　　で、己を制御し、バラモンらしく、真実を語り、

　（31）　祖先を祭り、怒りに打ち勝ち、寛大で悪意なく、子供を養い、嗣居人を養い、妻を養い、

　　　羨みなき人々であった。

　（32）　（彼らは、）短気となって（？）83亙いを妬むことはない。また（彼らは）思慮深く、他人の繁

　　　栄によって苛まれることもない。

　（33）　（彼らは、）布施者であり、（秩序の）維持者であ砂、高黄にして、慈悲を知り84、非鴬に寛

　　　大で、正直であり、確固とした二郷をもち、感官を制御し、

　（34）　満足した使用人や友人をもち、知恵は完成し、好き酔態を語り、（人々をそれぞれに）ふさ

　　　わしい仕方で尊敬の二二とし85、恥を遠ざけ86、醤約を守ったのである。

　（35）　（また彼らは、）常に、節碧となる祭舞にはよく沐浴し、よく香を塗り、よく荘厳し、断食

　　　と苦行を好み、確億をもち、てブラフマンについて語ったのである。

　（36）　太陽は、これらの入々（が寝ている問に）昇ることはなく87、また彼らは早朝を夜のごとく

　　　寝ている88こともなかった。そして夜は、いつもヨーグルトと荒挽き粉を避けた。

　（37）　（彼らは、）夜明けにはバターを吟味し、自己を棚し、梵行を行ない、吉兆を見、バラモン

　　　たちを礼拝することもしたのである。

　77R㎞lh　D、　smltih
　78niv義se　Ca．　niv礪揃v且sl職τ

　79PL　9糠ruda三vatapむjanarll　　D、峯）三樗da三va監a韮）轟jaaa【【L

80Pvlpr瞬n　D，gu・U卿
　81R盈ltya【R　D．　satyam

82
Ls鳳鋤Csjit・・瞭盗麺allugu！蜘1・tr歌D・・sse11・b・糞aehmI…das　V・r韮・・9・・脚h　W61祝m

　83P　arnar5a順　D．　ama∫se翠a　D．の読みの方がわかりやすい。

84k釘・pav・di麟Ca，，Cp．：k肛・・，avedl註a毎・櫨am韮｝acl励

　85Pl　ya由夏rtha碧薩義11翫t姦akara　D．　yaこh恥難am話n哀一

　86P　h【勇細dhま　D．1礎翻Sev且　Ca．，C沿，＝hδr　ak盃ry衰b短v尊ゆsalva　nlSevo　yeS互甲［e罐晦ev盈舞

　87abhyudiyat　Mo龍ler：αわぬンμガf∫μo…鶴over　whQm（while　s玉ee癖ng）the　sun　has　ar｝se臓　　Deussen：益berraschte

GaBguLi：The　Sun　never　rose　Bpo温he蹴wh註e癒ey董ay　asleep．

　88Rρrage犀…i緬b　D．　prage訟y麟　　Ca．，Cp．：pragen鷲飾pr互£ar　dille蓄｝1護的
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　（38）　常に画法を行ない89、常に受領せず、夜の半分を寝てgo、昼間眠らぬ彼らにダルマは9監あっ

　　　たのである。

　（39）　不幸な春、寄るべなき者、老人への92、そして、力弱き者、病気の者、女たちへの贈与と配
　　　分を93常に薯ぶ彼らに（、ダルマはあったのである。）（c£MBh．X豆．78．18，87．24；Agni　Pu蜘a

　　　225．25，Matsya　Pur嚢琴a　214．61）

　（40）　悲しむ者、震える者、落胆した春、恐怖に襲われた者、病気で証しむ暫94、財産を奮われ

　　　た者、災難に襲われた者を、常に彼らは慰めていた。

　（41）　彼らは、ダルマのみを行ない、互いを傷つけることはなく、為すべきことに従い、師匠と

　　　長上に仕えたのである。

　（42）　彼らは、祖先・神々・来客を適切に礼拝し、残り物を食べ、常に真実と盛行を喜んだので
　　　ある95。

　（43）　彼らは、ご馳走を自分だけで食べることはなく96、他人の妻に近づくこともなかった。あ

　　　らゆる生き物に対して、自分に対するかのように、慈悲をもって97振る舞ったのである。

　（44）　彼らは、虚空にも、家畜にも、子宮でないところにも98祭則こも、決して精液を放出侮一
　　　面yasya　visarga裏p）しょうとはしなかった99。

　（45）　絶えざる潤筆、賢明さ、常に正直であること、精進、利己的でないこと、この上なき友情、

　　　忍耐、

　（46）　真実、布施、苦行、溝浄さ、慈悲、言葉の柔和さ、友人たちを侮辱せぬこと、これらはす

　　　べて、彼らにあったのである、威光ある者よ。

　（47）　眠気、怠惰、不満、利己性、怒り、配慮なきこと、不平、失意、そして羨望は、彼らに入

　　　り込むことはなかったのである。

　（48）　かくして私はかつて生き物を創造して後oo、数ユガが経過する問、このような特質をもつ

　　　ダーナヴァたちの間で住んだのである。

　（49）　それから、時が経過するうちに彼らの特質（g購）は変化し、欲望と怒りに支配された人々

　　　からはダルマは失われるのを101私は見たのである。

　（5◎）　集会に座した長老たちが語る真実の野曝を、彼ら特質の劣った者たちは笑い、そしてあら

　　　ゆる長老の話語を汚したのである（abhyasUya顧ca）。

　（51）　一緒に座っている一嵩たちにも韮02、近付いて来る長老たちにも韮03同様に（sata切、（彼ら

　　　は、）かつてのように、起立と挨拶によって敬うことをしなかった。

　89R　dadat衰m　D．　vadat議m

　goaぽdharp　ca　ratry＝…種sva蓬）a鉛甲　　Ca．　ardha甲ca　r蚕縫ry温b　svapata町ちpr艮Ihamapa忌cimay注r糠ayo塾」蚕gra監盗…罫，　sv罠dhy展y亘va－

6yak巨dyar【ha憲n

　9三Rdharmah　D．　d翫aごmam

　92k甲an義n蕊thav誓ddh義韮｝亘lp　De縮sse塗：gege駐Eke婁1de，　Schutzlose　und　A蓋Ie，　Schwache，　Kranke　und　W¢ib巳r　　r：裏れ

な寄る辺ない老人」か。（京大人文研共岡研究共地班「インド文化史の諸問題」レジメMBhスIIフ8．18，87．24の
承駅灘照）

　93R戯ya甲ca　sa鵬vibhaga串ca　D．　day五lp　ca　sa【｝1vib憾ga【p　ca　sa甲vlb漁gaについてはM餓u　Si瞭i　4．32参照

（京大人文研共同研究井狩斑「インド文化史の諸問題」レジメ（1998年5月8日）弁上儒生氏担当ジ！7の摺摘に
よる）。

　94R　vyadhi茎）丁¢it撮n　　D．　vy置dhipτφta【p　kτ≦al11

95P　sa菰yaI・p・・鋤D，　saΨ飢a圃願摯

　96na量ke’禽、allti　s“sarpPan】1a鐸｝　　Hopki賑s：　eat　dai　nt三es　aIone”（Hopk藍ヨ蔵s【正902】P．118）

　97dayalp　prati　このpratiの意味は、‘gem菰ss’あるいは‘mit　Bezieh囎g　auf’であろうか。　c£DelbrUck，　Altilldlsche

Sy猟ax，　Darmstad紅，1976，　pp．463－464．

　98R署癒yo籍au　D．　vlyollau

99P£e㎞cayaηεa　D．芝er◎caya搬1
100垂昼蜥usarga搬up且d薮ya　　Ca．蓋）r勾査sargam　up無d慕ya　pr句豆s鐸参im註rab捻yadya　yavat

lo1Pvigaξa・p　D．睡gaIa皿

韮02P　y甑鱒sahasam姦sTn甑　D．　yuv五11鍾ca　sam互sτ浦　D．のように、「若考」を主格とするならば、「若者は座っ

たままで、長老が近づいて来ても敬わない」という意味になり、理解はしゃすい。
三〇3P　abhiga【an　　D，　api　ga醸n（apiga【巨n）
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（52）　息子たちは、父の面前で、自分のカをもって鵬振る舞いω5、敵の従者となって燭、恥知

　　らずにも、（父を）非難したのである断。

（53）　そして、ある人々がダルマからはずれた禁じられた行為によって大きな財産を獲得すると、

　　彼らにはその人逮に対して鵬羨望が生じた。

（54）　（彼らは）夜声高に話し、そこでは低く祭式の火が燃えている。息子たちは父の名を呼び109、

　　妻たちは夫の名を呼んだのである珊。

（55）　母にも、父にも、長老にも、教師にも、客にも、師匠にも斑、尊者に対してするように1圭2挨

　　拶しなくなり、また幼児を守ることもしなくなった。

（56）　施しとして供物を与えることなく協、祭式を行なわずに祖先・神・客・師匠に配分して脳露

　　ら食事をとるのであった。。

（57）　そして彼らの料理人たちは、清潔さを好まなかった。（彼らの）食べ物が（料理人の）心に

　　よって、行為によって、言葉によってi5包まれたことはなかった。

（58）　激乱した穀物は、カラスとネズミが食べ、牛乳は、開けたまま置かれ、そして（人々は）食

　　後手を洗わぬまま（ucchi頭≦ca）、祭式用のバターに（手で）触れたのである。

（59）　鋤、鎌（？）、布切れ116、銅の器、ものを作る道具（dravyopak撚尋a）、これらすべてが激らかっ

　　ていても、家長の妻は注意を払わなかった。

（60）　（人々は）壁や家が破損しても修理しなかったし、家畜を繋いでも、牧草や水で（飼料の）鍵

　　話をしなかった。（第221章未完）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999年12月15日　受理）

104R　p罫abhavatatma識aり　D，μav麟a芝e糠h盃　Ca．　yath蕪鋤anaりprabhava壇ovanta域kec圭£k盗…頭cld　bhτty盃（露n　prat丘

acara塵蓑圭，　eva照putr灘｝≦置strad誓6義aprab慕avoξvanto】’P三vartaya醸呈1prab雛ava［ta駐】藍t垂轟alopa6　ch嚢舞dasa穏，　evam詠訂e’P叢

むなソな　

105R　vartayanty　eva　D．　var£aya｛y　eva

lo6R　ami虻a晦y・蜘pゆy＆D．　ab駒騒晦yat言脚⑳ya
1α7k舞yapayanto　　Ca．　k臨y蚕蓋）ayanto，　vaya鑓e£at　sevay盗samτdd妻｝aO　sme芝孟

ま08R　tesv　e勲D．　t・蜘taαa

lo9狭abhyavada葦｝　D．　a藍yacarann

HoP㌧cabhyavad蹴　　D。　c盈yacarall

mここには、教師（ac…町a）と師匠（guru）が並列されているが、両者の性格の相違は、五caryaは、「学問的、客

観的、冷静」なのに対し、guruは「宗教的、主観的、温容」であることが摺摘されている。詳細は、　Hara【茎9801
灘照。

u2F　g㎜vaa（の　　D。　gurutv五n（［）

IBbhjks蓉m　ba霊lm　ada経v夏　Cs．　ballm　ada産£噸5va纐karaca超盗ladln的1　baljrn　ada縫v夏

脳「配分せず」の方がわかりやすい。D．はそのように、すなわちa謝pvlbl両yaと読んでいる。
U5ma照s議karma・3五Vまca

j践盃pana践葦｝aln

116R　k羅dd哀韮ap盃σPa茎a武alP

恥aya串顕Ira鶏！

Ca，　撮a韮｝as蕊vこ…ceti　dvayop盃dana茎nanacara韮3e　bhaktasya　pratyav言yaヨahkapiしe夢護rぎ111証s監嚢重

　　　　　　　　　　　D．紐dd灘a甲d互ぼapi些aka弩｝　Cs．（τeadi韮｝g　pi聾aka恥）かIakaπp　bh（加napatr浸dh護ra甲α罵疑

　　　　　　　p醐の語義不詳。「算術」では文脈に合わない。語根睡（ωs画）からの派生藷としての意瞭を
類推し、f切る道具」と囎えた。　D．の読みならば、「鎌、竃」となり、わかりやすい。


